
 

 
 

2020 年 1 月 14 日に windows７の延長サポートが終 

了します。終了後はセキュリティ更新プログラムなど、

必要な更新が受けられなくなり、ウイルスの被害や個人

情報の漏洩などトラブルが発生しやすくなります。 

ぜひ終了前に最新の windows へお乗り換えください！ 
 

ＯＳ サポート終了日 

Windows 7 2020 年 1 月 14 日 

Windows 8/8.1 2023 年 1 月 10 日 
 
 
 

 

 
 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

PC を操作中、突如画面にセキュリティに関する警告が
表示されたことはありませんか？それはもしかしたら偽の警
告画面かもしれません。本物と違い偽物は、画面上にそれらし
いセキュリティの警告文を表示し、何かしらの不必要なソフト
をインストールさせようとしたり、有償のサポート契約を結ば
せようとしたりします。通常は画面を閉じたり、PC を終了す
れば表示されなくなりますが、表示を消しても次から次に画面
が表示される場合があります。その場合はタスクマネージャ
（キーボードの CTRL+ALT+DEL キーを同時に押し、起動で
きるプログラム）から偽の警告を表示させるソフトを強制終了
させることで、大抵は解決できます。昨年頃よりこうしたお問
い合わせが増えておりますので、注意が必要です。もし警告画
面が表示されても慌てず対処するようなさってください。 
インストールしてしまった場合、安易に削除したりアンインス
トールしたりすると、不具合が起こる可能性があります。PC
の管理者など先ずは詳しい人に相談することをお勧めします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                          

 
 
 
多くのサービスやソフトウェアで、和暦を使用している
ため、システムを変更しないと、障害が起きる可能性が
あります。そのため新しい元号への対応が必要です。 
BLUETREND XA、TREND-ONE も 2019 年春のバ
ージョンアップにて「新元号」への対応が予定されてい
ます。旧バージョンを使用中の皆様、ぜひこの機会に
TREND-ONE へのシステムチェンジをお勧めします！ 
※「平成」の表記は、設定している場合、計算書などに印字されます 
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2018年に可決成立した働き方改革関連法案が今年から施行されることに伴い、様々な取り組みがなされています。テレワークの推
進や日常業務の自動化、設備投資などを行っていき、短時間で生産性を向上してまいりましょう。    発行責任者 牧坂 勝 
                      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
東京オリンピックの年にサービスの実用が計画され
ている次世代無線通信システム 5Gには、超高速、超
低遅延、機器の多数同時接続といった特徴があり、こ
れまでの産業を大きく変化させる技術となります。 

1. 最高伝送速度 10Gbpsの超高速通信 
インターネットサービスの増加、4K や 8K といった
高画質映像の登場などで、年々増加していくデータ通
信量を高速で処理するニーズに対応します。 

2. 1ミリ秒以下の超低遅延 
遠隔地にあるロボットや自動運転車などリアルタイ
ム（超低遅延）に操作、制御を可能にします。 

3. 機器の多数同時接続 
これまでと比較にならない数の機器を、同時にインタ
ーネット接続し、IoTの対象領域を大きく広げます。 
5G はこれからの産業の根幹を成す技術です。社会が
どう変化していくか注目です！ 

 
 
平成 29 年度の IT導入補助金の予算は 500 億円で 13 万件の
採択を見込んで、4月の 1次公募開始から 12月の 3次公募ま
で、多くの案件が採択されました。福井コンピュータの測量
CADも後半になるほど、多くの申請案件が届きました。 
全体としては、会計・経理のソフト（経費精算などを自動化す
るもの）や、販売管理、顧客管理のソフトなどが多く申請され
ていたようです。平成 29 年 12 月 8 日に閣議決定された新し
い経済政策パッケージの中の中小企業、小規模事業者の生産性
革命で、生産性の伸びを 2015 年までの５年間の平均値
（0.9%）を倍増させ、年 2％の向上、2020年度までに 2016
年度比で設備投資額を 10％増加、2018年度以降に賃上げ 3%
などの目標が掲げられ、具体的な支援策が実行されています。
例えば、IT/クラウド導入の支援を 3年間で 100万社（中小企
業・小規模事業者の約 3割）に導入促進する、としています。
2019年（平成 30年度-31年度）はその 3年目にあたります。
補助金制度の拡張や、消費税対策の施策もあいまって、今年は
多くの事業者がさらに設備投資を進められる体制になること
が予想されます。昨年度は補助金を申請されなかった方も、今
年の動向や情報は要チェックです。 

画面右下にある②のツールバ
ーで大きさ調整が出来ます。 
+をクリックすると①の文字
サイズが大きくなり、-をクリ
ックすると小さくなります。 

① 

 

② 


